
子どもたちの安全を守るために出来ること 

 滋賀県の事故、登戸の無差別殺傷事件など、子どもたちが犠牲

になった事件が次々起こりました。日本は安全であると、どこか

で信じてきたことが大きく崩れていった事件、事故だったと思い

ます。保育園からの帰り道、大人から大きく離れて遊歩道を走っ

て行く子、休日に子どもだけで外に出て遊んでいる場面、自転車

で何も見ずに道路を横断しながら走っている子を見かけると心

配です。残念ながら子どもの手と目を離すには、あまりにも危険

な社会ではないでしょうか。園外の活動はこれからも全神経を使

って引率する先生たちと実施していきます。命を守る重さを改め

て考えながら、大人の責任を果たしていきませんか。 

 

+    

  一気に真夏になったかと思うような暑さが続き、身体が暑さに慣れる前だったために、疲れが出てきているお子さんもいるよう

ですね。先月、幼児組は春の遠足を実施しました。3 歳児は残念ながら雨で中止になりましたが、園内でシートを敷いてのお弁当タ

イムは大興奮でした。後日、遠足で食べるはずだったおやつを持っての小さな遠足も、十分盛り上がりました。4 歳児は暑さを心配

しましたが、細目に水分をとりながら元気に行ってきました。5 歳児は電車に乗って稲田公園まで行きました。じゃぶじゃぶ池での

水遊びは最高でした。お子さんと一緒に丁寧に準備をしてくださった家庭が多く、期待ややる気に繋がっていることを実感しました。

ありがとうございました。今月は 5 歳児が「お泊り保育」で、保育園に泊ります。友だちと一緒に親元を離れて過ごす夜は不安もあ

るでしょうが、楽しいことが次々とあるような企画を立てています。 
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今月の予定       

７日（金）  「園ぴゅう太」一斉テスト配信 

１４日（金）  年齢児お泊り保育 

～15 日（土）   

１８日（火）  園医健康診断（４・５歳） 

        ※プール前健康診断 

１９日（水）  避難訓練（火災・事故想定） 

２４日（月）  幼児プール開き 

         

６月 

 

「園ぴゅう太」登録のお願い 

 保育園では、緊急時（災害時など）や至急のお知らせな

どで保護者に連絡をする際に「園ぴゅう太」（インターネッ

ト）を使用しています。 

※７（金）一斉テスト配信を行います。 

受信の確認をしてください。 

 

 万が一関東で震災があつた場合は、川崎市の震災マニュ

アルを基に以下の対応を行います。 

●保育時間中に大地震発生及び警戒宣言が発令された場合

「園ぴゅう太」による連絡が可能なら行います。 

連絡不可能な場合も想定されます。連絡がなくとも保護

者の方の安全を確保しながら、お子さんを引き取りに来

て下さい。 

●保護者の方への引渡しを基本にします。緊急時の判断が 

 必要になることが多く発生しますので、通常は引き渡し

を行う高校生にも引渡しは行いません。 

●地震発生後、火災になった場合などで園内にいられなく 

 なった状況の時は「はるひ野小中学校」（地域の広域避難

場所）に避難しています。その際には、保育園の玄関扉

に掲示を出した上で避難します。 

●登園前に警戒宣言が発令された場合は、登園出来ません。

警戒宣言が発令されずに大地震が発生した場合も同様で

す。 

●警戒宣言が発令されると同時に、保育園は全ての業務を 

 停止します。解除されない限り、業務は再開出来ません。 

 解除された場合は翌日より業務の再開をします。 

 

 

 


